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《単位互換提供科目詳細》  

 

＊科目 No． 1122 

 科目概要記入欄 

1．開設大学名 広島経済大学 
科目開講 

キャンパス 
 

2．科 目 名 

正式科目名 
プロスポーツ論 

 プロスポーツはスポーツ文化の開拓

者 

クラス名  

副題 
配当年次 3 

受入学年 3年以上 

旧科目名  

学問分野 番号 １６ 名称 人文科学系その他 

サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群    Ｂ群 

3．担当教員名 内海 和雄・スポーツ経営・教授 

4．単 位 数 2単位 5．開講学期 後期 

6.開講期間 

  曜日・時間 

2015年 9月 30日（水）～2016年 1月 20日（水） 

水曜日 9：00 ～ 10：30 

  個別開講日 

1回目 9/30 2回目 10/7 3回目 10/14 4回目 10/21 5回目 10/28 6回目 11/4 

7回目 11/11 8回目 11/25 9回目 12/2 10回目 12/9 11回目12/16 12回目12/23 

13回目 1/6 14回目 1/13 15回目 1/20 16回目  /   試験日     /  

7.基礎知識の有無 2.「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数 

（総授業定員） 

    5人  

（      人） 

9.定員超過時の 

選考方法 
書類選考 
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10．科目内容・ 

  授業計画 

1.授業内容 
現在、プロ・スポーツはあこがれや尊敬の対象であり、スター選手になると所得も莫大

なものとなります。しかしスポーツの歴史から言えば、アマチュアリズムの下で、それは

労働者階級が従事する卑しいものであり、プロのスポーツは「真のスポーツでは無い」と

の差別を受けてきました。 

そうした歴史を踏まえつつ、スポーツが広く国民に浸透しつつある現在、プロ・スポーツ

の実態、果たしている社会的意義、そして今後の発展の上で抱える諸課題などを多角的に

検討します。 

また、国民の生活が厳し中で、プロ・スポーツ観賞の水準も低下し、プロ・スポーツも

厳しい経営実態におかれています。プロ・スポーツを支える国民生活の実態との関係も分

析します。  

 

２．授業計画 

１．オリエンテーション 

２．スポーツとは何か 

３．スポーツの歴史 

４.プロ・スポーツとは何か 

５．プロ・スポーツの誕生 

６．アマチュアリズムとプロ 

７．福祉国家とプロ・スポーツ 

８．グローバル化とプロ・スポーツ 

９．プロ・スポーツの経営①：外国のプロ・スポーツ経営 

１０．プロ・スポーツの経営②：プロ野球と Jリーグ 

１１．プロ・スポーツ選手の権利 

１２．ファン・サポーター・観戦者 

１３．プロ・スポーツと地域振興 

１４．自治体とプロ・スポーツ 

１５．プロ・スポーツとマスコミ 

 

11．試験・評価方法 

成績評価は「平常の出席状況と受講態度」、「毎回のレポート」、「定期試験」の

成績を総合して行います。 

出席日数が３分の２に満たない場合には、定期試験の受験を認めません。 

毎回の授業の終了時に、小レポートを課します。それは出席カードを兼ねます。  

12．別途負担費用  

13．その他特記事項 
私語、携帯電話操作などの授業妨害で注意 2回目には退場してもらい、その場

合は、欠席扱いとします。 

14．サテライト科目

の社会人受講につい

て 

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否 

 


